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座標回転処理による地電流データのノイズ除去

Preferred orientation of noise and its use for noise reduction in geoelectric potential

measurements
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全国各地で観測している地電流データの人工ノイズ除去を目的に、地殻変動等で広く用いられるParticle Motion
Diagram (PMD)を応用した解析を行った。一般に電車や工場からのノイズは見かけ上、一定方向から到来するよ
うに見える。そのため日常観測される電場変動中の人工ノイズ成分はP M Dにおける卓越方向成分とみなす事が出
来る。これらのノイズに依らない電場変動を観測するため、我々はその卓越方向に直交する変動成分を抽出する
観測システムを構築した。

理化学研究所「地震国際フロンティア研究」では全国各地に地電流および地磁気３成分の観測点を展開してい
る。日本で地電流観測を行う場合の問題点として昔から喧伝されてきたのは「日本のような工業国では人工ノイ
ズが多く、良好なデータを取得する事は難しい」という事である。これは一面事実であるが、ある工夫をする事
により人工ノイズを除去し、データのＳ／Ｎ比を１０ｄＢほど上げる事は極めて容易なケースも多くある事が判
明した。

今回提案する方法は、地殻変動で良く用いられるParticle Motion Diagram (PMD)を電場変動に適用し、その変
動の卓越方向に直交（換言すれば最も変動の少ない方向）する方向に投影するというものである。一般に電車や
工場からのノイズは見かけ上、一定方向から到来するように見えるが、それ以外の変動（地磁気誘導成分、潮汐
成分や地震に関連した変動）は見かけ到来方向が異なる事がある。このノイズ除去法はこのような電界変動の性
質を利用したものである。

講演では、1 9 9 8年1 0月1 1日から清水市の体積歪計（気象庁）のデータと清水市北部地電流観測網で得られたノ
イズ除去後の記録の他、このような処理により初めて検出された変動例を紹介する。

予備的な解析で判明したのは体積歪計も地電流変化も降水に対して極めて鋭敏である事、次に降水に対するレ
スポンスが体積歪計と地電流では若干違う傾向がある事。換言すれば地電流のほうが、降水量の微分に（換言す
れば総降水量より突然の雨）関連するように見える事。逆に体積歪計は総降水量により強く変動が支配されてい
るようである。

また１０月１１日からの異常変化については（我々の地電流観測網と体積歪計の間の距離は約３?７ｋｍ）、同
時ではなく、若干のタイムラグ（１?２日のオーダー）をもっている。これは地下水の動きに関係しているのでは
ないかと推察している。地電流データと体積歪計のデータは"地下水の挙動"という部分で理論的にも関連している
と考えられるが、ノイズを除去する事で初めてこのような比較が可能となった。
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